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爆薬近傍に於ける力の観察

(h'糊 29年 6 月 20El 安ft)

ln 中 一･ 三

(EJ#1dl舛 釆皇工勾)

l 格 甘

煉繋が脚 するとき,首の周辺(:現れる肋的.静的

.I_力の分布を泊Ⅰ,-Jことは.粟屋的な&味で.圭一ちろん

は こう強 の挟lりか らも.きわのて笑談ある椛印であ

る｡一慈包中のiaニッEEの杵払(1)C2).gluJする班やむ(A,

ガス鼓(.)等!=ついて.こか.,?】登竜的'こ鞍訟つ,'こ独文:i

重巳多く見られ それぞh印当Tz稚 1-クを五紙三とL

TL組立てられて(山 ､石が.この朗朝でのRL斡f-タは.

王だJ}のところそれがはんらんして監盟に田ると ､う

王三指では{ごく,Lrしろ少 きL=】竺きるとゴって J,上かろ

,｡1呈って+-hにLGン心 も.今後多 くの9E虫･-(まっ

て 更に錘正魚区の余地が軽 さLlて るもの ⊂且･-1タ

lミニユ'_L-､'.:L.､.

はこうのように投練且つ妙 寺riElの硯Gでは.これを

偶々の吠mJiI_分権 してiWEEするの:.並大抵のこ ーで

はな く,このことが畑Eこう現額のTJy'折を詐称 :r!寸鰭7二

･Iの として,･,-A. しか し規奴を泣&し,'こままC.元クで准

･='}_.I.この円状での弊政 も三75..ろ ･ろ方法/_}考え

ることが出来る｡飼えはけ芳部包の内部又はかT､E)ら

に甘い''二晩拝の棚 を詞へる(a)=うなことは勝男によ

って田謀る力の場の解明上.儲郎Bつ有敷fj方法 と8

1)れる.7こIIその功合.これを以てiJl攻の木質を云Jl

Lエソとするため:=は.手姓らTp1,.=f一gが何と何 との

穎倉田子から上って来たものであるか とい-}帯新を,

萌屯'こして見到らないことが必姿である.

肘 はその懲味で,ここ【こ一過の列椴松具を退-ら

!=あ''こり.先ずBi屯の本宅に対-1る二三の仮定を立て.

それJt.いろ ･ろIL判藍から放対 してゆく方法をとりた

いと臥っ｡

Jl 変 額 法

図 1の如 く.搬 包の捜鰍 こJ･丁リング用の銅球

を首か L鎖定時の力を利用 して王女を一位撤 て,-=蔚

函I に入出の詞定 32 r{入

.Q.(LA

プt･/7.二打ちあてる｡ もち7)ん球は ブ EZウクの中に

めり込LFtJ,苛適の工芸淑 ていP_の力では.舟ブt7

1タL:3×7)く7cmのものを艇えli,棟のあf二つT=ブ.7

1タのホ僻にふ くらみを生ずるよう,'LことJまfJい.従

って同じ大きさの接,を用い/こときl:ほ,獄のヲ詫行巡庇

と,そのめ-のu入鹿 佃 2の51頚)人との1抑二は,あ

る福相IJ.'四係を予想 し得 る｡すILわらこの仕入Btli,
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類のquil劫JZを朔るJ.～?メ-i-として6E)ことが出

井;る｡

恥 ･らプ甘1クまでの長井は,あまり近すさるとy

スのT=桝 ニプゥ12表面がI■つけられろのIr,笑幹で

はすべ て t(pmm.ことつ1こ｡球の速ま.~政 か薫けれ

ほ.この嫌 は出入度と焦国東のはずでもろ｡小さい

瑚 【iEl圧2加lTn)で;こ.このこと.王触 つ.'_1=しかめ

られT=か,大き.･頚で.まま杜.二よるgEtLJ,I.多少認め

られる1･JであっT二.

n Ll'L･I).i.TI上llL

J'_球,-(細えるの.二も役立

つから,このRE験では.

i*入皮と附 .?.こ類の受け

I_Rl,I,.･の和雄を見るこ

とが出完る｡軸 は.tl

Y(qLmZrL 水虫rg)
A 22 OCS
u 78 2O

C 9-1 35

I) lOtl 55

7L- LI.THtl

入良と殊のモ払､1..の二つの長点から.戯 81年の力学

雌 持せ37-てふ7二｡

fLおこの米熊では,嘆息 ますへ'rr.fi鞭 包そ用いて

磨り,併用し:こ融 のヂメソ'JJン.i.宗H=示しIこ

通りである｡

皿 頭の深 さとtF入度

胸 ヶ国 )の如く,】先箱*央 =揃 LT_場合.同一

性丈.何一寸定の輔を用いても.虻入質は鞍の中心の

は撒 面かちか辞三.ニ上って文化する｡これの一一位約

1_#向は.球の中心が紺 未熟 二一鼓すろとき,蚊入

ます1_-I,A-,棚のqLEl琵乱JJtBt大と1_-り.ftJJt外罰内証

の何iJLJ..似 1JJI乙･~遠ざか,-)._つilてtt人望も

妖少する｡こilJ:/二,三の組 と,球uT)大ささ::つい

義 要重集 r･誓墨
;=年男JD叶.3-Iイナ ス 'LO

て庶-1=鈷束がEglaに戻してある｡

譲がAF先の内証にあるとき,その頃tEl三琶丘.12iAE.ニ

あるときt=Jとして狭少するというのLよ.帯白,･ことで

ある｡ここで樹 は,Fに次のよう1L光臨を行って人

,た.ぼ宅::冨点を用.･.ZItiを粗 .ち円詔､8mm

｣∵ ㍉二二:l'て ･･.･一

芸 芸慧 三宅=∃ A-0
∴ '.=二二:/ ･.＼

∴ '--I_∴ 二 ･･
のI勺in::ある

鵠合L:紘.そ E3･l

の撲カの状匹【-はuとんとかかbり1Lく.fi大広tJI苦

しく波少するということである｡

図3 ~.i,任人民ととJ,I:轍の鼓か.･の畑 が7㌧

フILT:ある｡この失政.二成れ1二頚のBか1.I.こ.J-" 【ヨ

5の如き一連の系f紬tあって,Eqの立から右-行くに

e:つてmL･al.I.､キ受ナ.I_I,のと考えてこい｡田 3

のプ.,,t--I,〇一Xqiは,それ-'htASの上.)

tJa摺のむ ･'.･!=相当するL,のである｡

○㊤④ ⑭
されつ 鵠 け .qJ'･1

滴 5 強J)血かVのJtタす

TI 奏gE特集の8乾

く実射r土以上の僻 村 Jとすき,輔のrl入皮及び

鼓かい.'ロして次のヱ-I,'J地 付けを行ってふ(I.､｡

先ず棟の;B出 (脈 Eも】では出入犀)と抵t,A.と-主'

全くB;,1･作用増子a)F,-.る軌戸主であると.､))ことであ

るbカが作用LTここさ.払J.ltL てしまえ.王そこLLは

む - Z絶 ち･=･わけでr如 .抵かいを良し[-■間は

少 くとL_隷一二tt..L=.･1...･｡与呈ってこの米穀0:報告･

頚.二.r･,先で鼓か.･の転子, 六 ･で現川の医予L.二島

顎の力.J.･作用Ltここと1こIJる｡そして肘 .lTHlぞれ

の因子とし~,尻兼.二世こう正.律才に qス脚 をあ

てIiの(I.-｡

つまJ)軸 の城 付けは.位富の形で次の三つ【:L>

lJlられる-



日 ) 捷藁の穀面近くlニu,,J>くとも二庄JFの作用

力が裁き,この先巨でii沃轄のむ ･Ll及び良人度

として司れる｡

(り 積の鼓かいは,法こ-lZiのrfi:よるもので,

言イー.こtn拒･'L作馬力にもとすく｡

(I)如 qt乱 こ.凪 益ダスのJF旗Z･_上るL.ので.

甘t.は野望t_･rF:用力.ニIとすく.

姓三'.1それ.二近業した始終.=茨.tナ作用力.I,少 く

ともこ払yTあることは,監井丘が給蛙庄瀬の弊政(l】で

も甘いられてE･る通り.先ずriq違いのrJいことであ

る｡E讃3【=方ほ れT_稚 敬 i:於でも.ti入匹と蔽か

いの,そrLぞれ濃大とfLる相賀位ZEに.若干.)Lわのあ

ること.i.日 )をtE挺づけろ一つの紫tIともTjろう｡

はエソ政のiB軒が,どうして矧 こ鼓かいJfひき起す

かという点E=ついては,肘 はE2lSの ｢欠け｣に注目

して,-iヽかこの豆の諸の故 かいの本文であるという

見方から. Rznchユrtのすっ℃̂ bbl11r;ド)を. その

まま｢欠-Jニあて'まh':い.,ナTJbち｢欠けJは,

稚内七伝.王んする応力古の.稚面.ニたける丘Ltが荘西

であるこするa)である｡

蜂井真 二!孟圧の突換r■}で.建策か†於蛙の中へ伝遺

される拓カこなまめて居られるIJl.事■はに伝j}される

仏力e:.それに即こ影/Z泊っているとすれ;i,iiH至

の小'. 煮JTは m bbiz:どの生じfLいこと:ま朗らかで

ある｡R3､こ貨げL'=実駿で.稚A (止砧22rnm)には

何ら¢r'･. ･も起して｡･JLい1.1.藷.:也.i.るr失.タ｣
のお 古 ･̀.約2mmの程度であることから,荘怪2mtn

投空欄 .二位かいの起ち･'_F.･のは当mである｡逆tこ

甘えlL.このことは餌 (I)を前日 ,る柁粂!-_もな

る｡

次に似せ(l)の五弦を,ここでも.少し,rL柊的i=述

べてJL,Eう｡糧ごつ野の通過1-_伴って.球はILrlf,E=苗

JJ:にt.i(>さhるが,慣性その他の郡山からすくlこ動き

出すことはない.そして隷はあ/こかも蒜EEの底力T_'三

りに鎚これT_よ･)fJ影とtJ:勺,あるJl聯時間をIyこの

ら■JB田の圧力[=上って屯さ出すとするのである｡従

って(I の臨空には,噴出の■叫 佃が存在ナ石とい

う壬珠を'鼓に含んで･､る'.のと考えてよい.,

以上 日 )から(1)まで.三つの位更をもとにし

て.これらを娘 しつつ.こ11から稚 格黒の餅 を

Pt7>よう.

V ポテンシャルとの類汁

先ずEEr3に柑fこ所の,環のql出2ZlJZは.触 面に

JeてJt大と'_-り,その印 では撫 するといつ15卦三,

10

荘計にdナンシ十ルに上るカを思い芹糾 ませる｡脱

硝 などでは.iLl石内の応力分布を,勅 E=上って与

えられる･dナンy十JL･カ的TLものとしてti惣 )こと

は.laJH:して庁われているP).この考えそ任免再認
!=王で廷まして,桝 .:丘.1る願 戟正甘l道の■ナン

I/十 ･̂力を･肘許してふると.因6の王汀く.紬 の性交

として.･区3と辞書.二よくLRTこもの粥与これ7_｡

けIP -20

… 伽 TF

ー59 -79 o n JO■1

頭o mと)のPかBJJ=対するポ チンシナ̂'力

ここに軌 'L,ボナyシャルカ,'2持出しT.:】iL由は,

先の位定 (I)か''次のLうむ考え方:=もとで.･てい

る｡1■庄:二62けろガス分7･は.轄互.=丘ほっカを丘=

LtLから七月して取る｡だってこの中にぎ‡これ1.:息
は.こLIE,圧はつ力の加 を軽云tニ愛.-て尭'J山十で

あろ.).一万q:えiLrSE符号の存tを持つI_i?FTTE三l

しているとき.i.･'.ttら相互間には当然b:はつカ*恥

lて ･る｡Lf,.し･'=れらを一つの男りとして見てし王

えは'河辺【-及一三ナカは,'=1ご.物体の形状のJAからkrt

まる一つのボケyi'十/E-力となる｡もら77んこの=つ

の船 は.完企l=ld)じものとは老人ら寸1小 ･が.･この

J:うIL懲把が成り立って,弊政結果とかなりよく一哉

するのは,面白一･ことである｡

EEr6L=於で,卿 はどチッシャ/一力にあずかる村功

罪長 JI-E二三射 ヒさせてふた.Egからもわか るL-)

に･これl=よっ~島牧のXZEの有島.こ変化する｡鎌.ニ

述べるB:力と牡入皮の押罷i,にらJ-t合せて考えると,

E93の曲Jaは.何れも有効策真が 5cm/-.､Lは 10cm

のボナソシャ̂･島ZIと1く似ている1う(こ且†ノhる｡

もっとも国3で'大きいZIa.C l:ついて払 僻

内姦-のけ がTL''_'ちかで.ま{_･く.豊中 =変色{1ケ持

っている｡こLlは小さいA諸ではむめらilTLいので.

恐らく糟が有限の大き岩を持っていることによるもの

であろつ.姐 として,m 書の隷 二ついて匹3の.i
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うrL曲枚がはらN =fJらliそれは.熊辞に勝 の生ず

ろf加 なカの坊を封わしていろことにrLるo

11 涼の大きさと隼人LL

次(=球の櫛 比Fは.そd)串心が果姓の教示E:宗る

よンにL t捷入正之大の技件),練のm 々変化∈せ

1こもの:=ついて.各モ環の良人だ及び籍の技か･､の林

記せ■ぺて'-4ると,EDTのよう･'L放 J.Iさtノt一T二｡

2 4 6 8 10 12 ,,LrZl

謁7 11の大きさとfZ人足ここ!:EL

T=工芸捷繋は,何れも苛立サイズ (32rrl叫 の/'ので,

TXTのjLは 4'rLTTH3ng(J~10)である

｡E57は.突放f-3亡してはJだ不 1-分であるが.それでも

Eqかち.正控dこ仕入EAのrE.=一世的な蚊向を見つけEJけ

ことは出完る｡この秒針 =は.官うまでも･'1く.ti大

助 乞その三三球のgt出達LEを糞Iしているとltlう

見力･i成りiTこTLI･｡Ill.･bJ珠の在任が逢

えば,qUl現Etは同じであって/J,抜入監 ;疫のg=す

F.ことは当燃J8えられるからである｡ここで又仮定

(Tl)にもとすいて.研 一Lとbt入監人のBg緑を,次の1うE

=指びつけて入 る.粗 描 圧の中:I,ある守印 書rulでliけ配っ

て飛びtEけ小 )であり･今の船 罷庄こ;さらEilT=のは務

の･i一面であるbそこで殊の断面故 をJl,圧力TzJ'.

諸の祉 fz･Vrgi出迫産をl′とすれば, ･.,Y

-^I:pùと■･,る･今 J:,加 '- 印 nSt･と

■･''･5-･1叫Jto:A)(=1って L'AJLl

nz75る.そこで通常FF,･られる鎚抜 群 '●)を蚊って･上式fzd対人のP恥 二引き狂してふろと
▲o:J■ TLる彩の式かはられ.ここI=

Rは用いたbi軟式によって若干変化するが.大体-1.

0から-1･Bの和にくる｡とこ77かhB･-イナスZ:Tごろと一､うことは.荘経の小

岩 ･むのほど.見入BEが大き,.･と･･.J五鞍で,包 7の

d封 入の1主rJ/I,右IT分.三ともfZz.左

半分の直径が小さい詔分のお71は.この三まで.ま出完TL

いこと:二I_rる｡』 をilくに,･-つては･I:

L･11E I- CO- とLT=が,Iが襟のtm :二上って若干変化

すると考えてみる｡もちろんJ'そのもの:i,隷の大小に1

'･かわりTLいので,√の馴ヒJi■押 Wirl-の変化を&味する｡

今例えは rαJと軋 ･てみると.柑ら暮tl_ AcE

J-の軸は71ナス1ていと!=lLり,今度､主i2:ニ

tl圧の小さいほどtl入隊 ま小L,11いといフ払典i二なる.従って強のittf

か大きlと引二は,qt出の顔榊時



gE出と鼓か ･とが.全 くB]IL作用田･7::もとず くこと

ft,弄.･し.F大LJ｣やそれ[ニfTう故か･.･が,はこ.Jeiと舘

～(こ拙び付いていること･'L示す以外の,何もa)でもIL

いよう【ニ思われる｡

Ey8'Tft=珪よす- きこと.i,隷o=申出万病が,≡

むE 三とん ど虹角々T.'していろことである｡3tふ 三二

C実RIz.魯天理の穎合.I_つ き.fIこ比fJ棚 睦の少

.･隷^i･TBんで行ってふ1=.JJ,弟C波曲か ら10cm て

いと0:庶■では,現出方舟.こ角恥 tあるとしてi)せい
ゼ,･10'内外で.大石分.ェtE角方崎.=nぷ壬JAILTこし
ても良.､ことがわかつ1.:.こIlは去来の恥 lが.JZこう

惑 ひしては焼こう先行方向IJどlこ好捕CU=,elZE3勺な

那 !にもと.)-くと'.1う立iJVrとらrlい取り.戊明に-苦-

LL'所であろ うと恩 -).

それて.王規がJ3こうZ;:=上る正孝を･一 度F空 け てか

C,サスB;に上ってヲIL(出す_tで43手押 盲孔.i.:果し

て如何付であろうか｡正 吉の同相1_一突放では.投念な

がらこilに等えるものを,何も持って,1.I.｡しかし

そh.:尻する手かかC,'lJf1-えるものとしてA.こ#ナ ン

I/-rル4L)所で迂ぺJ'=有伊 具ごろとO カLある｡す.'_'b

チ,脚 長.1'見 ･とい.}ここ.i.真美!,lTh _̀I,''の長 さ

から安.)る力の発見を78って識L(出すと.･ノ*練 こも

とilるから,概 EL'1度.･ものは.81細亨fuも兵 ､

と考えて良いth'1飲ま･.｢る｡ しかし村方､軍兵.=太宗の

t主文た･=t事隻脚 のもJ)と考え られるの.二圧し.季刊

rJWi)方L÷.茸の大小.I_tS侍するBIT-1J含まれて.'る

ようl二思われる｡しかしこの点について*廿は,孝和

時間が坪の大小:=上るa)は前攻【二も三重-1=如 く,勧 '.

もろて ､t'小さ しののJLであると.1ニ脚 ･( こ

れを耽外By_-･J】の と-'LLT:..す.'Ll ,ここ _言う

ilfiZLWriに は.博満の伽1..訳子IJt恥 ･てか｢,次.こ甫

ntlR3手が作JHするまでの時順 Itと･.I}軌 二とjtは,

太刀的な性格をWu<て くろ｡

Ⅷ 最長 と偉 入皮

有郡 長LLま.T)ち:二は.珠弘の長さを.I,.･ろ支え

Tこも巾 ついて,牡入江Tz淡め.その広中.二遥する美

点･'Eと1､.i上.､.:海 はこh(̂42rnln絞任の Th'T.ニ

ついて.Lt..=武 1る臣入BEか ら周 9そfTJ'_,取る･ら

こ41錆付でDT.YTの有青羊ヌふ TctrLE錯泣.二あるこ

と-,tt)かる (一方こ のェき.馳 ･定常.こ.'=るの:こ,

ほは 25cm であるから.抜かりE=折する71t･-IIT-

タは.ここでも類のむ ･い/Jt政脚 ごうむと輔び付い

て′､ることを'-L;チ).

球d:qtulの如 き,牡 話の群的鼓史を薫bすらの'こあ
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る一Eの有効菜最が存在することふ ti:非加 粕 O･)

で同じ T:(Tl=つ1.て,Jle38置鼓yJ3Lの折蛙圧点Jl

机 罪点 5cmで血Tv':JLすることとくち-合せて穴

殊ある相 で3)I-J｡



ある難点以1では充分2'}軌魁rL7r-,･さ/Lいことが云入.

その初秋難点は12mll鳩モ綿の Jl､NTの堵拾 ,ほほ7cm

'Tあるb

(LL) 伽 E5]手と静的凶手の作m時1批二は,誉千の

逢hかあり.それを漢和神仙と呼-は,戊和時rmま有

幼米兵を魁 で測ったものに噂しいとfa',て も良''､よ

うに且われる｡

(5) 澱 の力(=ポチソS,千/一的な見方をするこJi

は.カの71的EET･のみL:取って甘えは,これを取 喝

辺から内部にまで適用し1r..Iる可随 を含んでいる｡

依りにこの暇 に関して,Pr拾物･bi咽 の茂助を臨

った笛杵琵舟氏.並び1:村田好j:の原意L=設計する｡
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L E∃ ij

伊かなWス広i･鮎関する狐色火奥の的触 ま指炎用担

政策としてきわめて位力的である｡若 し聯 溢控が低

く火炎1)t小さかつ1=ち申分がfJr｡そこで先ず考えら

れるのは,瑞賢を基剤とナるZR鯛 政党である｡しか

し柄安の救 分節では (NtIJ.TiO-2Jl=OT.V三十を0=)

近好のl竣兼が逆九∈れる.これは船 倉が正である

とr.tう院政を越えてt､るから,メタン等(=aSzれて正長

Ŵ を起す愚がある｡さりとて可児物の混入l=より既

成uスや水落Ij(l=変えることも,発無や温炭上昇のl'=

d)(:面白 くTJい.そこで轍 と茶畑 1ゾJeニ17Lと

の配合物を黒色火難で分解させる考案が生れた｡

3iTCJIIJhTOl+2>.HlHC Or･41三十ltH20+2COf

この反応は分併BL皮が低く,gス発生丑が如 .から有

史ではある机 恥 ～取アン･tエウJ･そのものは350C辺

から分解 Ẑ良し.又貯禁中に井;媒消欣する久瓜がある

から飛点肋の鮮好に乏 しい｡

又柿茨 tり鵬 の少い正和脈ナンせこウLLは低温産

でたやす く水と保栄とE=分WL.取邦を遊FtELないが,

不安繋fL物見であるから,このままでは火釈約の実用
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L=透しfJ:ド.そこでrin転にこのものを形成する方法と

して空虚煎ナトリウLtと幾化Tソ･t-.)I.の配合lkが

訂(日芭爪,これが Ilydroxとして1Lrlニ出たのである｡

このiB合勤【ま米勾的に安定ではILいから.その打乃tに

は乾嚇 取[=在らしめるか燃らざLtは適当,'Jm 洞の

添加を必要とする.

か くして英国 IC)会比の名において多Pの特許が様

態しているが,煤力成ほほ鼓敷匁については野良が不

駅である｡よって 2-3の紬 Jを24ふて接政策として

の轄t圭のあらまし今後知することを書FIT_ら

2 ハイrEZックス反応

′､イ r't･1タスの随 は次の方捉式に基づく｡

x-aylO三十_VFT.tCZ-Iye+2H･_0+:<nCL

式の左右物flの常盤定圧生成熱 (kcd/moL)を

〔PIaNOe〕 ChT111Cl〕 (Jl20) 〔1爪Cl〕

865 768 578 98A

とすると.上武の反応におLlるS;m反応熱 よ

り,(i-nYO:+NH-CL)-2x57.8+98小一865-76.8

+05724x3-521kc.111)

()Ly=524×1∝0/)225EE=JL2BkcLll/kip




